
 
重点目標評価シート 1-1 

基本方針１  大阪府立図書館は、市町村立図書館を支え、大阪府全域の図書館サービスを発展させます。 

重点目標 

1-1 

府域市町村立図書館へのより効果的な資料および情報の提供を行い、図書館間相互の連

携・協力を強化します。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

協力貸出担当者連絡会及び巡回相談を毎年実施し、府域各館の課題等の把握に努め、

相談や情報共有を行っている。アンケート調査は、年毎にテーマを設定して実施、

結果は府域図書館へも情報提供した。アンケートや情報交換から把握した課題は、

蔵書構築の検討、搬送コースの見直しに繋がっている。 

協力貸出冊数は目標値に届かなかったが、協力車による市町村間物流冊数は目標値

を上回る増加傾向となっている。26 年度に搬送業務を最適化し、搬送量増加への対

応や大阪市立図書館との物流強化を実現した。協力貸出の広報ポスター等を作成、

府域図書館へ配布することにより各館の利用者に向けた PR を強化することができ

た。 

重点指標 
24年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

協力貸出冊数（市町村） 66,756 毎年 67,000 62,879 B 62,101 B 62,867 B 

協力車による 

市町村間物流冊数 
30,140 

最終年度に 

30,000 
30,949 B 32,944 B 35,717 A 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平

成

25

年

度 

(1)協力貸出の、貸出対象範囲に関する検討結果を踏
まえ、帯出区分の緩和を試行 

 
(2)協力貸出、市町村間物流の資料分析 
 
(3)次期搬送業務委託に向けた仕様の検討 

(1)一部の参考図書や合本雑誌等協力貸出対象範囲
拡大を実施 

(2)市町村間貸借資料の分析を試みると共に、府域図
書館対象に協力貸出等に関するアンケートを実施 

(3)搬送コース再編や大阪市との搬送緊密化に向け
府域図書館と調整、仕様を具体化 

平

成

26

年

度 

(1)メーリングリスト・協力貸出担当者連絡会等を通じ、
利用増に向け周知を図ると共に、府域図書館のニー
ズを引き続き調査 

(2)検討結果を踏まえた最終調整と搬送コース再
編実施 

(3)大阪市立図書館との物流の強化 

(1) 
・協力貸出担当者連絡会を 2 回開催し、情報交換 
・OLA とも連携しアンケート実施、府域図書館ニーズ
を調査（学校支援、資料の相互利用） 
・協力貸出広報ポスターを作成、府域図書館へ配布 

(2)搬送コース再編、新コースにて運行開始 
(3)大阪市立図書館との資料搬送を週 3 回へ拡充 

平

成

27

年

度 

(1)メーリングリスト・協力貸出担当者連絡会等を通じ、
利用増に向け周知を図ると共に、アンケート結果を
基に府域図書館のニーズを分析 

 
(2)搬送コースの再編および大阪市立図書館への搬
送回数の増加に伴う搬送状況の変化を調査・分析 

(1) 
・協力貸出担当者連絡会を 2 回開催 
・昨年度アンケート結果の情報共有、併せて、当館の
蔵書構築検討に反映。広報活動等についてアンケ
ートを実施 

(2)府域図書館へ巡回相談を実施し、コース再編の影
響を確認、調査。統計数値による分析 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・協力貸出の一層の増加に向け、平成 24年度に行った検討を踏まえ、帯出区分の緩和（試行）を行う。 

・上記施行結果を含め、どのような資料が協力貸出や相互貸借で利用されているか、府内他館の協力を得て

分析を行う。 

・協力車の搬送量は一貫して増加傾向にあるため、平成 26 年 10 月からの搬送業務委託契約に向けて、仕様

の検討（搬送コースの再編、大阪市との連携強化も含む）を行ない、予算確保に向けて努力する。 
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重点目標評価シート 1-2 

基本方針１  大阪府立図書館は、市町村立図書館を支え、大阪府全域の図書館サービスを発展させます。 

重点目標 

1-2 
府域図書館職員のスキルの向上を図るため、研修事業を充実させます。 

評価 

（25～27 

年度） 
◎ 

【評価の理由】 

司書セミナーは、図書館運営、レファレンススキルの向上や児童、障がい者支援と

いった個別の課題等様々なテーマを設定、講師も各地から招聘して例年 6 コマ程度

の研修を継続実施している。それに加え、実務経験の少ない職員を対象とした「基

本編」を 25・27年度と隔年開催した。 

大阪公共図書館協会（OLA）からの依頼による研修は、参考業務・児童サービス関連

に加え、障がい者サービスに関する研修についても、新たに初任者、経験者別に設

定する等、受講者のニーズやレベルに合わせた実施に務めた。 

各館個別の要望に合わせて実施する府域図書館への出前講習に対する評価が高く

（27 年度：10 点満点中 9.3 点）、府域図書館員のレベルアップに資したと考えてい

る。 

重点指標 
24年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

研修実施日数 21 毎年 20 日 31 A 31 A 32 A 

参加者満足度（10 点中） 9.7 毎年平均 9.0 以上 8.9 B 9.8 B 9.1 B 

研修のべ参加者数 518 毎年 600 1,117 A 1,406 A 1,205 A 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平

成

25

年

度 

(1)「出前講習」の拡充 
 
(2)司書セミナー等の、これまで府立図書館で行って
きた研修を着実に実施 

 
(3)府域職員を対象とした研修の、体系的な計画の
策定 

(1)府立両館で分担し、出前講習年間実施回数を増
加、府域図書館のニーズに合わせた研修を実施 

(2)司書セミナーや児童サービス研修等、図書館員の
経験年数・専門分野に合わせた研修を実施 

(3)初任者向け等の研修を新規実施。各研修の受講対
象、内容および今年度のアンケート結果等を分析し、
より多くの図書館員が受講の機会を持つことができる
よう次年度研修計画を策定 

平

成

26

年

度 

(1)引き続き、両館専門分野を生かし細かなニー
ズに対応する研修を実施 

 
(2)アンケート結果を分析し、次年度研修計画を
策定 
 

(1) 
・府立両館で分担し出前講習を実施するとともに、司
書セミナー・児童サービス研修等、レベルやニーズ
に合わせた研修を実施 
・研修にワークショップを取り入れる等、府域図書館員
同士の交流を促進 
・中之島図書館担当により文科省図書館地区別研修
（近畿地区）を実施 

(2)アンケートで浮彫りとなった「研修後の自館での成果
還元」をより重視した研修を計画 

平

成

27

年

度 

(1)研修実施目的や受講対象者を明確化し、より
細かな参加者レベルやニーズに合わせた研修を
検討、実施 

   
(2)「大阪子ども読書活動推進ネットワークフォ
ーラム」事業（文科省読書コミュニティ拠点形
成支援事業）への参画、実施 

(1)府立両館で分担し出前講習を実施するとともに、司
書セミナー・児童サービス研修等、レベルやニーズに
合わせた研修を実施 
・司書としての実務年数の少ない職員を対象とした司
書セミナー基本編（著作権、接遇、レファレンス）を実
施 
・年度当初に各研修に関するレベル、内容、開催予
定を府域図書館に提示 

(2)府内 3 ヶ所（大阪市・吹田市・貝塚市）にて講師、内
容を 3ヶ所とも別内容として「子ども読書活動推進リー
ダー研修」を実施。計 185 名参加 
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重点目標評価シート 1-2 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・府域内図書館の規模や地域性によって違ってくる利用者のニーズに各図書館職員が対応できるように、オ

ーダーに合わせた「出前講習」をすることにより、府域内図書館職員のスキルアップの支援を行う。 

・経験年数や担当業務によってスキルアップへの要求内容も変わってくることから、図書館員のレベルに合

わせた研修も行えるように計画する。組織的なニーズと職員個々のニーズを満たす研修を実施することに

より体系的な研修計画の策定に向けて検討する。 
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重点目標評価シート 1-3 

基本方針１  大阪府立図書館は、市町村立図書館を支え、大阪府全域の図書館サービスを発展させます。 

重点目標 

1-3 

府域図書館活動を推進するため、近隣府県の公共図書館のほか、学校図書館、大学図書館、

国立国会図書館、専門図書館、類縁機関その他の社会教育機関・施設や行政機関等との連

携・協力を広げます。 

評価 

（25～27 

年度） 
◎ 

【評価の理由】 

MOBIO との連携事業は、ビブリオバトル、図書館活用講座、機関紙への記事提供等、3 年

間で様々な取組みが実現し、当館の持つ資料や職員のスキルを活かすことができた。 

児童福祉施設、病院、矯正施設など、図書館とは別の機能を持つ機関との情報交換から

矯正施設への資料貸出が実現し、施設内での教育活動に資することができた。 

ホームページでの「類縁機関案内」は、毎年更新し、更新時には、新たな機関を追加し、拡

充に努めた。また、 企画展示「OSAKA いろいろ図書館めぐり」（27 年 3 月～6 月中央図書

館）では、類縁機関も含めて幅広くとりあげ一層の連携促進を図った。 

重点指標 
24年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

府域図書館活動の推進に資

する連携事業実施回数 
17 

最終年度 

までに 20 
18 B 36 A 42 A 

連携先数 10 
最終年度 

までに 14 
12 B 24 A 26 A 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平

成

25

年

度 

(1)府立図書館の近隣にある大学等と情報交換を行
い、連携事業の可能性をさぐる 

(2)MOBIO（ものづくり支援センター）と共催している読
書会等、すでに実施している連携事業を継続すると
ともに、さらなる拡充をめざす 

(1)府域大学関係者や、児童文学関連の教員、大学
図書館近畿イニシアティブ等と情報交換。「図書館を
学ぶ相互講座」（中之島図書館）を継続実施 

(2)MOBIO と共催の読書会を 3 回実施（司書によるビ
ブリオバトル等） 

平

成

26

年

度 

(1)複数の関連機関と情報交換し、引き続き連携事
業の可能性をさぐると共に具体化 

 
(2)中央図書館で実施の MOBIOとの連携事業に中之
島図書館も参加等、一層拡充 

 
(3)児童文学関連の連携事業を検討・実施 

(1) 
・大学職員や学校図書館連絡会、児童福祉施設、
矯正施設と情報交換 
・矯正施設へセット貸出実施 

(2) 「EG大阪推進ネットワーク」に中央・中之島両館参
加。三者協働で社史に関するイベントや、図書館活
用研修を実施 

(3)府域自治体や関係機関と連携し児童文学関連事
業を実施 

平

成

27

年

度 

(1)引き続き関連機関と情報交換し、連携事業を具
体化 

 
(2)MOBIO との連携事業の継続実施 
 
(3)児童文学関連の連携事業実施 

(1) 
・矯正施設（1カ所増加、計 2カ所）へ「特別貸出用図
書セット」の提供を引き続き実施。セット内容や利
用状況をヒアリング 
・入院中の子どもの読書等に係るボランティア活動
を視察 

(2)MOBIO 機関紙へ継続的に資料案内記事を提供。
協働イベントを実施 

(3)関係機関と連携し児童文学関連事業を実施 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・平成 25 年度は、これまでに連携できている機関を中心に、連絡調整や会議等を着実に行い、連携事業のさらなる充実を図る。 

・平成 26 年度以降は、連携の可能性がある機関とも積極的に連絡を取りあい、新たな連携事業を展開できるよう調整する。 

・HP の「大阪近辺類縁機関案内」の更新を行う。作業に際しては、相手機関への直接連絡により、最新の情報を反映する。 
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重点目標評価シート 1-4 

基本方針１  大阪府立図書館は、市町村立図書館を支え、大阪府全域の図書館サービスを発展させます。 

重点目標 

1-4 

図書館サービスを充実させるための調査・研究活動を進めるとともに、府立図書館職員の

専門性を高める取組みを推進します。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

府教育センターの教職員研修、OLA からの依頼による参考業務、障がい者サービスに関

する研修、大学生の図書館実習の講師等を務め、業務の点検と共に、わかりやすく説明す

る能力の向上に努めた。 

館内職員研修は、外部研修の参加報告や、レファレンス事例の共有による職員相互の研

鑽の場として機会を捉えて実施してきた。館内整理日等職員が一斉に研修受講できる機

会を活用するほか、開館中にも外部講師による商用データベース研修を交代で受講できる

よう工夫し職員全体のレベル向上に努めた。成果は、職員が講師を務める出前講習等の

内容にも反映している。 

重点指標 
24年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

成果報告・発表件数 

（のべ発表回数） 
38 回 毎年 40 回 33 回 B 36 回 B 32 回 B 

成果報告・発表件数 

（文書による報告） 
6 件 毎年 6 件 9 件 A 8 件 A 7 件 A 

主要外部（公募）研修※ 

への参加 
100% 毎年 100% 100% A 100% A 100% A 

※ ①文部科学省図書館地区別研修 ②図書館司書専門講座 ③新任図書館長研修 ④全国図書館大会 

⑤全国公共図書館研究集会 ⑥近畿公共図書館協会研究集会 ⑦大阪公共図書館大会 ⑧漢籍担当職員講習会 

ただし、該当なし（③）または抽選もれ（⑧）により参加できない場合等、各年事情を考慮の上評価する 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平

成

25

年

度 

(1)図書館職員の研修に関するアンケート調査を実
施、結果を分析して、研修計画に反映 

(2)研修参加報告、研究成果報告等を行い、府立図
書館内および府域図書館等での情報共有を推進 

(3)府内外の図書館の実態調査とアンケートの検討 

(1)府内外の図書館へアンケート調査を実施（テーマ：
研修および連携事業について）、集計 

(2)外部研修参加者による報告会、レファレンス研修等
を実施 

(3)他館からの来客、見学・視察の対応時に併せて情報
交換実施 

平

成

26

年

度 

(1)研修計画に沿った研修の実施、検証結果を次
年度研修計画に反映 

 
(2)出前講習等で作成した資料をスキルアップ資
料として HP 等で公開 

(1)職員向けレファレンス研修（報告も含む）、手話研修
（初級・中級）、外部講師による商用データベース研
修、リーガルリサーチ（法情報）研修を実施 

 
(2) 「府内図書館員のページ」に出前講習資料を掲載 

平

成

27

年

度 

(1)研修計画に沿った研修の実施、内容の一層の
充実 

 
(2) HPに掲載したスキルアップ資料の拡充 

(1)職員向けレファレンス研修（報告も含む）、手話研修
（初級・中級）、外部講師による商用データベース研
修、統計の基礎知識に関する研修を実施 

 
(2)「府内図書館員のページ」の出前講習資料の追加 
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重点目標評価シート 1-4 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・司書としての専門性を高める研修に積極的に参加し、知見を広めることで、重点目標１－１、１－２へ反

映することができると考える。また、OLA（大阪公共図書館協会）研究委員会における府域図書館職員との

共同研究活動等、府域図書館職員とともに専門性を高めあう取組みへの参加を推進する。 

・研修に関するアンケートを実施、検証することにより府域図書館のニーズを把握し、重点目標１－１、１

－２へ反映することも目指す。 

・府内外の図書館の実態の把握や図書館で取り組むべきサービスを検討するため、アンケート調査を行い、

実施にむけての検討材料とする。 

・府立図書館職員の個々の専門性を高め、図書館サービスのあり方を考える機会を持つことにより、図書館

サービスの充実を目指す。 
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重点目標評価シート 2-1 

基本方針 2  大阪府立図書館は、幅広い資料の収集・保存に努め、すべての府民が正確な情報・知識を得られる

ようサポートします。 

重点目標 

2-1 

より効果的な蔵書の構築を行うとともに、大阪府域における「資料の保存図書館」としての

役割をはたすため、資料収蔵能力確保の取組みを進めます。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

蔵書評価については、26・27 年度と外部専門家による評価を実施するとともに、所蔵

データの分析のみならず、府域図書館のうち地域や蔵書規模の異なる 5館との比較等、

多角的な分析ができたと考えている。個人利用者の蔵書満足度（両館平均）は 75％前

後で推移したが、次期は府域図書館をバックアップできているかという観点から府域図

書館の蔵書満足度調査も実施し、検証することとしたい。 

収蔵能力確保の取組のうち複本除籍作業は目標どおり実施でき、次期も同様に進めた

い。府域での保存体制の検討については、「大阪府立図書館寄贈資料受入基準」を策定

し、府域図書館に周知を行った。今後、実務手順の整備に取り組む。 

重点指標 
24 年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

蔵書満足度（両館平均） 
78% 

(※23 年度) 
80%を維持 74.7％ B 76.8％ B 75.3％ B 

蔵書評価の実施 － 
最終年度に結果

報告の作成 

25 年度の達

成状況を参照 
B 

26 年度の達

成状況を参照 
B 

蔵書評価 

報告を作成 
B 

府域での資料保存体制 

の検討 
－ 

府域図書館の現状

把握と参加可能館

との調整に着手 

府域図書館

の収蔵能力

調査を実施 

B 

他府県の 

先行事例 

調査を実施 

B 

寄贈資料 

受入基準 

を策定 

B 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平 

成

25

年 

度 

≪蔵書評価［H22 外部評価］≫ 
（1）府域図書館および来館者に対して図書館資料
の質と量に関する満足度のアンケートを実施 

 
（2）特定分野における基本参考資料の所蔵状況
評価 

 
（3）府域図書館等の蔵書との比較調査の実施 
 
≪資料収蔵能力の確保≫ 
（4）蔵書構成検討チームの報告を受けて、複本の
精査、媒体変換、劣化資料の払出等の実施 

 
（5）府域図書館における収蔵能力調査の実施 
 

≪蔵書評価［H22 外部評価］≫ 
（1） 
・府域図書館に対し蔵書満足度に関するアンケート(「研
修および蔵書等に関する調査」※)を実施(12 月) 
・来館者に対し図書館資料の質と量に関する満足度の
アンケート(「来館アンケート」)を実施（11 月） 

（2）平成 23-25年度購入の参考図書、復刻雑誌を中心に
大阪府内・近畿圏府県立図書館の所蔵状況調査、分析 

（3）府立図書館の購入継続図書一覧を基に、府域図書
館等の受入状況を調査、分析 

 
≪資料収蔵能力の確保≫ 
（4）蔵書構成検討チームの報告を受けて、精査が終了し
た複本の払出を実施（11 月） 

（5）※にて府域図書館の収蔵能力調査を実施 
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重点目標評価シート 2-1 

平 

成 

26 

年 

度 

≪蔵書評価≫ 
（1）蔵書利用状況の分析（平成 25 年度に購入
した資料の利用状況、平成 25 年度に貸出した
資料の貸出回数と出版年との相関性 等） 

 
（2）平成 25 年度実施のアンケート結果および
府内市町村立図書館等の蔵書との比較調査結
果の分析および上記分析結果を踏まえた、蔵書
評価報告の素案作成 

 
≪資料収蔵能力の確保≫ 
（3）複本等の精査による払出の継続実施（払出
資料の他機関への譲渡も実施） 

 
（4）平成 25 年度実施のアンケート結果を踏ま
え、府域図書館の払出本に係る受入の基準を作
成 

 

≪蔵書評価≫ 
(1)(2) 
・平成 23-25 年度に中央図書館で購入した一般和図書
の利用状況、平成 26 年の中央図書館貸出資料（図
書）等を分析 
・法律分野の蔵書について、中央図書館の所蔵状況調
査を行うとともに外部専門家による評価を実施 
・上記の結果をまとめた中間報告を作成 

 
≪資料収蔵能力の確保≫ 
(3) 
・計 6 回、約 7,500 冊の払出を実施し、希望のあった資
料を府立高校等に譲渡 
・次年度以降の複本払出及び譲渡の計画を決定 

(4) 
・OLA相互協力委員会の協力を得て府域図書館へのア
ンケートを実施、県域レベルでの資料保存の先行事例
を調査 
・寄贈資料の取扱方針を策定。この方針とアンケート結
果等に基づき、府域図書館払出本の取扱いを含めた
寄贈資料の受入基準素案を作成 

平 

成 

27 

年 

度 

≪蔵書評価≫ 
（1）平成 26 年度購入図書等の利用分析および
医療情報分野の蔵書についての評価を実施す
るとともに、3年間の取組をまとめた蔵書評価
報告を作成 

 
≪資料収蔵能力の確保≫ 
（2）複本等の精査による払出を継続実施（払出
資料の他機関への譲渡も実施）、目標を年間
15,000冊に拡大 

 
（3）府域での資料保存のあり方について、市町
村立図書館との協議を進めるとともに、寄贈資
料受入基準を策定 

≪蔵書評価≫ 
(1)平成 26年度購入図書等の利用分析の他、府内市立
図書館 5 館の受入資料との比較、医療情報分野の所
蔵資料調査等を実施し、3 年間の取組みをまとめた
蔵書評価報告を作成 

 
≪資料収蔵能力の確保≫ 
(2) 
・計 6回、約 15,000冊の複本図書の払出を実施し、
希望のあった資料を府立高校等に譲渡 
・合本雑誌の複本払出を試行実施（約 1,200冊） 

 
(3)OLA相互協力委員会において検討のうえ、「大阪府
立図書館寄贈資料受入基準」を策定。「大阪府立図書
館寄贈資料取扱方針」と合せて府域図書館に公表 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・効果的な蔵書の構築をめざすための検証を行うため、アンケートによる蔵書評価（満足度調査、資料到達度調査

等）方法を検討・実施し、平成 26 年度以降その検証とまとめを行う。 

・資料収蔵能力を確保するため、蔵書構成検討チームによる、複本や劣化資料の調査等に基づき資料の払出等を行

う。 

・府域図書館や他機関と連携し、府域全体で円滑に資料が利用されるような資料保存システムを検討するための基礎

資料として、他館との蔵書重複調査や他館収蔵能力の実態調査を行い、参加可能な館・機関から調整に着手する。 
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重点目標評価シート 2-2 

基本方針 2  大阪府立図書館は、幅広い資料の収集・保存に努め、すべての府民が正確な情報・知識を得られる

ようサポートします。 

重点目標 

2-2 

図書館資料と検索技術に精通した職員（司書）の専門性を活かし、レファレンスや資料提

供サービスを充実させます。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

e-レファレンスの質問件数は目標値に届かなかったが、国立国会図書館「レファレンス協同データベ

ース」へ提供したレファレンス事例へのアクセス数が大幅に増加したことから、レファレンス要求には一

定応えることができたと考えている。レファレンス満足度は 3 年間高い水準を維持し、毎年向上させる

ことができた。25 年度に中央図書館で実施したアンケートでは 97％の満足度を得た。高い満足度を

維持するため、職員のレファレンス技術向上をめざして、館内研修を毎年実施した。 

26 年度よりタイトル数を増やしたオンラインデータベースの利用促進のため、提供先の協力も得て利

用者向け講座を積極的に実施し、目標以上の実績となった。 

幅広い蔵書を利用に結び付けるため、中央図書館では、27 年度に定例化した月次のトピック展示に

加え、時宜にかなったテーマで資料展示を実施し、貸出冊数増加の効果を得た。大規模な企画展示

では、他機関との連携や関連イベントも実現した。例えば 27 年度の「メイド・イン・ジャパン」展では商

工労働部ものづくり支援課と連携し、工芸品等の実物の展示や講演会を開催した。また関西テレビ主

催「ダ・ヴィンチ」展のチラシに本展示の案内をあわせて掲載し、市町村教育委員会を通じて小・中学

校に広く広報することができた。 

政策立案支援サービスでは、25 年度に「新着雑誌記事速報」の提供を開始し、27 年度からは府域図

書館資料の取寄せサービスと貸出冊数の上限撤廃を実現してサービスの向上を図った。 

重点指標 
24 年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

ｅ-レファレンス受付件数 

《質問件数》 

509 

《931》 

最終年度に 550 

《最終年度に 1,000》 

― 

《976》 
B 

― 

《747》 
D+ 

― 

《809》 
B 

レファレンス満足度 

（ｅ-レファレンス利用者） 
93% 毎年 95% 93％ B 93.2% B 94.6% B 

調査ガイド・資料一覧等 

アクセス数 
985,091 毎年 1,000,000 855,894 B 654,701 C 865,178 B 

利用者向け講座開催数（中央） 2 毎年 6 7 A 8 A 7 A 

政策立案支援サービス 

利用件数 
558 毎年 580 643 A 513 B 586 B 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平

成

25

年

度 

(1) 
・レファレンスの質問・内容・満足度に関する調
査・分析・研究 

・「レファレンス満足度」アンケートの実施 
 
(2) 
・レファレンスに関する館内、課内研修の実施 
・レファレンス事例公開の推進 
 
(3) 
・利用者向け講習会の実施 
・調査ガイド等の作成・公開の推進 
・図書館所蔵資料を紹介するため、展示をより充
実したものにするべく体制を整備 

 
(4)政策立案支援サービス 
・SDI サービスの実現、利用の促進 
・他館資料文献の取寄せ実現のための調査・準
備 

 

(1) 

・来館アンケートの結果を受け、レファレンス業務検討委員会に

てより詳細な調査・分析等について検討 

・レファレンスサービス利用者アンケートを実施 

(2) 

・課内研修を 1 回、館内オンラインデータベース研修を 3 回、館

内レファレンス研修を 4 回実施 

・レファレンス事例については、大阪府立図書館レファレンス事

例データベースと国立国会図書館レファレンス協同データベ

ースに 226 件登録 

(3) 

・利用者向け講習会は 7 回実施 

・「調査ガイド」 3 件、「どこにあるの」 2 件、「資料案内」 5 件を

新規作成。内容更新 4 件、「子ども向け調査ガイド」は新規 9

件、内容更新７件 

・展示については、 「大正浪漫」（3‐7 月）、「歴史地震に学ぶ

「震災と復興」展」(1-3 月)を実施（他図書館より、資料等を借り

受けて展示）  

(4) 

・SDIサービス「新着雑誌記事速報」の提供を開始。庁内Webに

10 
 



 
重点目標評価シート 2-2 

て 2 週間に 1 回程度サービスを広報 

・他館資料文献の取寄せについて現在の府の会計制度内で実

現可能な項目について検討 

平 

成 

26 

年 

度 

(1) 
・レファレンスの質問・内容・満足度に関す
る調査・分析・研究の推進 

・「レファレンス満足度」アンケートの分析 
(2) 
・レファレンスに関する館内、課内研修の実
施 

・レファレンス事例公開の推進 
(3) 
・利用者向け講習会の実施 
・オンラインデータベースの利用促進 
・調査ガイド等の作成・公開の推進 
・図書館所蔵資料を紹介するため、展示の充
実と効率的な広報の実施 

(4)政策立案支援サービス 
・新規採用職員研修時に広報を行い、府職員
への周知に努める 

・協力車による他館資料の取寄せサービスの
実現 

・オンラインデータベースタイトル増加によ
るレファレンスの強化 

(1) 

・アンケート集計をとりまとめ、結果分析 

・集計結果を HP 掲載 

(2) 

・館内職員向けオンラインデータベース研修を 6 回、館内レファ

レンス研修を 2 回実施 

・レファレンス事例については、大阪府立図書館レファレンス事

例データベースと国立国会図書館レファレンス協同データベ

ースに 244 件登録 

(3) 

・オンラインデータベースを主題としたもの含め、利用者向け講

座を 8 回実施 

・「調査ガイド」 4 件内容更新、「どこにあるの」 1 件内容更新、

「資料案内」 2 件新規作成 

・企画展示「あなたの？を！に」（3-6 月） 「ワールドカップ開催

国ブラジルと日本」（6‐9 月）を実施、「若者の『はたらく』をかん

がえる」(1-3 月、関連トークイベント 1 月)を実施 

(4) 

・新規採用職員研修時にサービスについて紹介、定期的な庁

内 Web 広報 

・他館資料文献の取寄せについて引き続き調整 

・オンラインデータベースを 14 タイトル追加 

平 

成 

27 

年 

度 

(1) 
・さらなるレファレンス能力向上にむけ「レ
ファレンス満足度」アンケート分析結果を基
にした業務改善の検討 

・レファレンスに関する館内、課内研修の実
施 

・レファレンス事例公開の推進 
(2) 
・利用者向け講習会の実施 
・オンラインデータベースの利用促進 
・調査ガイド等の作成・公開の推進 
・豊富な図書館所蔵資料を紹介するため、時
宜にかなった展示を実施 

(3)政策立案支援サービス 
・新規採用職員研修時に広報を行い、府職員
への周知に努める 

・協力車による他館資料の取寄せサービスの
実現 

・貸出冊数上限撤廃によるサービス向上の実
現 

(1) 

・アンケート分析結果を受け、e-レファレンスの広報強化（学校

への広報）、申込画面を改善 

・館内職員向けオンラインデータベース研修を 13 回、館内研修

を 3 回実施 

・レファレンス事例を大阪府立図書館レファレンス事例データベ

ース・国立国会図書館レファレンス協同データベースに 283 件

登録 

(2) 

・オンラインデータベース利用促進のため、利用者向け情報検

索講座を 7 回実施 

・「調査ガイド」2 件新規作成、2 件内容更新、「どこにあるの」 3

件新規作成、1 件内容更新、「資料案内」6 件新規作成 

・企画展示「OSAKA いろいろ図書館めぐり」（3-6 月）「大坂の陣

400 年」（6‐9 月）、「メイド・イン・ジャパン」（1-3 月）を実施 

・トピック展示を 22 回実施 

(3) 

・新規採用職員研修時及び部局研修時に当サービスについて

紹介。また庁内 Web で定期的に広報 

・協力車による他館資料の取寄せサービスを実現 

・貸出冊数上限を撤廃 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

レファレンスの内容,質の充実を図り、レファレンス満足度 95%の維持をめざすために、 

①レファレンスサービスの質問内容・満足度に関する調査・分析を行い（＊）、資料収集、職員研修、パスファインダーの作成等

日々の業務に活かしていく。 

②職員のレファレンス能力の向上に努める。 

③利用者の図書館利用リテラシーの向上を図る。 

④政策立案支援サービスの充実に努める。 

上記の結果として、大阪府立図書館のレファレンスサービスの信頼度を高め、レファレンス受付件数の増加を目指す。 

＊「レファレンス満足度」については、確固たる定義がなされていないため、レファレンス検討委員会と担当課でレファレンスの評価

に関する研究（レファレンスサービス利用の調査・分析）を行うものとする。 
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重点目標評価シート 2-3 

基本方針 2  大阪府立図書館は、幅広い資料の収集・保存に努め、すべての府民が正確な情報・知識を得られる

ようサポートします。 

重点目標 

2-3 
ビジネス支援サービスの新たな展開と強化を図ります。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

ビジネス支援サービスの広報をはじめ、セミナー等に関連するビジネス資料の展示、ビジネ

ス支援機関との連携事業などにより、ビジネスパーソンへの情報提供の強化を図った。 

中之島図書館は 3 年間を通して臨時休館があった。特に 27 年度はリニューアル工事によ

る休館期間が長く、広報物の配布は開館を待って実施するなどの影響があった。展示・講

座等の開催にあたっては場所の制約もあったが、目標を上回る実績をあげることができた。 

重点指標 
24 年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

連携先の催しのメルマガへの掲載

件数 
16 毎年 20 件 39 A 46 A 35 A 

連携先の催しでビジネス支援サー

ビス関連広報物を配布した件数 
5 毎年 10 件 13 A 14 A 8 B 

レファレンス事例データベースに

アップした件数 
16 毎年 30 件 40 A 30 B 30 B 

府域市町村図書館へのビジネス

に関連する出張セミナー回数 
1 毎年 2 回 3 A 2 B 1 C 

展示・講座等の開催回数 26 毎年 18 回 25 A 37 A 28 A 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平 

成

25

年 

度 

(1)大阪のビジネス活動等を支援するサービスの展開
（府及び府域市町村の関係部署並びに他機関との
連携で、効率よく、スピーディなビジネス支援サービ
スを展開） 

 
(2)ビジネス支援サービスの推進（府民へのビジネス支
援サービス広報活動、及び府域市町村図書館が展
開するビジネス支援サービスへの支援） 

 
(3)就職・転職・再就職支援、起業・開業支援の推進 

(1)専門ライブラリー6 館を紹介するフォーラムを開催
（12 月）。 ミニ展示を 4 回、講座を 21 回実施 （府他
部局やビジネス関係機関と連携したビジネスセミナ
ー、情報活用講座、ミニ展示を実施） 

(2)図書館向け情報検索出前講習（ビジネス）を 3 回実
施。 「図書館を学ぶ相互講座」（1 月）にてビジネス
支援サービスの事例を発表 

(3)府他部局やハローワーク等が開催する就活イベン
ト等でビジネス支援サービスの活用方法を説明。中
小企業診断士会と連携し、起業・創業・経営相談会
を７回開催 

平 

成 

26 

年 

度 

(1)大阪のビジネス活動等を支援するサービスの
展開（府及び府域市町村の関係部署並びに他機関
との連携で、効率よく、スピーディなビジネス支
援サービスを展開） 

 
(2)ビジネス支援サービスの推進（府民へのビジネ
ス支援サービス広報活動、及び府域市町村図書館
が展開するビジネス支援サービスへの支援） 

 
(3)就職・転職・再就職支援、起業・開業支援の推
進 

 
(4)リニューアルを視野にビジネス支援サービス
の新たな展開を検討 

(1)専門ライブラリーを紹介するフォーラムを開催。ミニ
展示を 9回、セミナー・講座を27回実施(府他部局や
ビジネス関係機関と連携したビジネスセミナー、情報
活用講座、ミニ展示など) 

(2)図書館向け情報検索出前講習（ビジネス）を 2 回実
施。創業スクール女性企業家コース」（11 月）等にて
ビジネス支援サービスの活用法を説明した。また
OLA 参考業務研修のビジネス業務研修希望者が定
員を上回ったが（11 名）、全員を受け入れることがで
きた 

(3)ハローワーク等が開催する就活イベント等でビジネ
ス支援サービスの活用方法を説明。中小企業診断
士会と連携し、起業・創業・経営相談会を 8 回開催 

(4)4 月のリニューアルオープンに向けて、催しなどを
中心に計画検討 
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重点目標評価シート 2-3 

平 

成 

27 

年 

度 

(1)大阪のビジネス活動等を支援するサービスの
展開（府及び府域市町村の関係部署並びに他機関
との連携で、効率よく、スピーディなビジネス支
援サービスを展開） 

 
(2)ビジネス支援サービスの推進（府民へのビジネ
ス支援サービス広報活動、及び府域図書館が展開
するビジネス支援サービスへの支援） 

 
(3)就職・転職・再就職支援、起業・開業支援の推
進 

 
(4)リニューアルを視野にビジネス支援サービス
の新たな展開を検討 

(1)展示「社史の世界へようこそ」、大阪府の関係部署
やビジネス関係機関と連携してビジネスセミナー、資
格セミナー等の講座を 28 回実施した。中小企業診
断士会との連携を深めて、ビジネスパーソンのニー
ズが高いテーマのセミナーを実施し、12 月のリニュ
ーアルオープン時にはセミナーのテーマに関連する
資料展示も実施 

(2)図書館向け情報検索出前講習を1月に、OLA参考
業務研修のビジネス業務研修を 2 月に実施。今年
度の OLA 参考業務実務研修（ビジネス支援資料）で
は、定員 6 名のところ 8 名を受入 

(3)中小企業診断士会と連携し、経営・起業相談会を
18 回実施、また起業・開業に役立つセミナーを実施
し、参考資料リストを配布 

(4) 
・8月から11月のリニューアル工事を機に、サービス
の強化を図るために館内の環境を整備。インター
ネットを利用できる「研修室」を新設 
・ビジネス資料室内に資料展示コーナーを設置した
ほか、社史コーナーの拡充、資格図書コーナー等
ビジネス関係資料の配架書棚数の増加、新刊図書
コーナーの配置変更等を実施 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・大阪のビジネスとビジネスパーソン（未来のビジネスパーソンも含めて）の活動を支援する。 

・ビジネス関連機関との連携を深めることにより、ビジネス支援サービスをより広く浸透させることを目指

す。 

・府域市町村図書館への支援を通じてビジネス支援サービスの推進を図る。 
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重点目標評価シート 2-4 

基本方針 2  大阪府立図書館は、幅広い資料の収集・保存に努め、すべての府民が正確な情報・知識を得られる

ようサポートします。 

重点目標 

2-4 
大阪府域全体の障がい者サービスの向上を図ります。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

ホームページで公開している資料目録は、ほぼ毎月更新し速報性を高めている。新たに

やさしい日本語のページを公開するなどコンテンツも一層充実し、アクセス数が大幅に増

加した。 

国立国会図書館「視覚障害者等用データの収集および送信サービス」には開始直後から

参加し、録音図書データの提供と送信サービスの利用を行っている。 

研修については、3 年間でより体系的なメニューへの移行が実現した。外部の研修へ職員

が講師として出講する機会も増加している。 

情報交換会は、25・26 年度は外部要因によりやむなく年度末の開催となり参加組織数が

伸び悩んだが、27 年度には 12 月の実施とし、参加組織数はやや回復した。 

28 年度から施行される障害者差別解消法にもとづく合理的配慮の義務化について、研修

（77 名参加）を実施した。 

重点指標 
24 年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

障がい者サービス 

ホームページアクセス数 
51,911 毎年 52,000 57,079 B 75,925 A 83,565 A 

府内市町村図書館・音訳者・利

用者への研修等のべ参加者数 
338 毎年 340 224 C 274 B 371 B 

情報交換会参加組織数 20 毎年 20 12 C 13 C 15 C 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平 

成

25

年 

度 

(1)ホームページコンテンツの充実 
(2)府域図書館等への支援・協働 
（研修会の実施、情報交換会の実施、アンケート実
施・集約） 

(3)障がい者関係団体・施設等との連携強化 
（実習・見学の受入、共催事業の実施、加盟団体
実施事業への参加） 

(4)直接サービスの充実 
（対面朗読協力者の育成、利用者への適切な資料
提供） 

(1)システムリプレイスにあわせ、ホームページを改訂 
(2)市町村向け研修を厳選して実施、情報交換会（3
月）を開催、研修に関するアンケートを実施・集約 

(3)実習・見学の受入、府視協への講座講師派遣、国会
図書館デイジー配信事業への協力、近畿視情協やサ
ピエ開催の研修への参加 

(4)当館対面朗読協力者のスキルアップのための音訳
研修開催、利用者向け講習会（視覚障がい者向けＩＴ
講習等）、点字教室や手話でのおはなし会を開催 
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重点目標評価シート 2-4 

平 

成 

26 

年 

度 

(1)新システムに即したコンテンツの充実および
利用者が理解しやすいページの作成・提供 

 
(2)府域図書館等への支援・協働 
（研修会の実施、情報交換会の実施・定着化、
アンケート実施・集約） 

 
(3)障がい者関係団体・施設等との連携強化 
（実習・見学の受入、共催事業の実施、加盟団
体実施事業への参加） 

 
(4)直接サービスの充実 
（対面朗読協力者の育成、利用者への適切な資
料提供） 

(1) 
・「やさしい日本語」による利用案内を当館 HPで公
開 

・「利用者のページ」等をよりアクセシブルにする
ための改修を実施 

(2) 
・担当者情報交換会を実施 
・府域図書館の研修に講師派遣（館内集合研修の一
部を講師派遣等へ移行） 

(3) 
・見学・実習を受入 
・国会図書館デイジー配信事業へのデイジーデータ
提供の継続およびデータ提供登録システム試行へ
の協力 

・府視協への講座講師派遣 
・近畿視情協と共催で府域図書館等への研修会実施 
・立命館大学との連携協力による講演会およびデジ
タル絵本体験会実施 

・近畿視情協研修への参加 
・府民対象の障がい者サービスに関する府政学習会
を実施 

(4)利用者向け講習会（視覚障がい者向けＩＴ講習
等）、点字教室や手話でのおはなし会を開催 

平 

成 

27 

年 

度 

(1)全ての人が利用しやすいページの作成・提供
やコンテンツの充実 

 
(2)府域図書館等への支援・協働 
（研修会の実施、情報交換会の定例実施、講師
派遣など） 
 

(3)障がい者関係団体・施設等との連携強化 
（実習・見学の受入、共催事業の実施、加盟団
体実施事業への参加） 
 

(4)直接サービスの充実 
（対面朗読協力者の育成、利用者への適切な資
料提供） 

(1) 
・DAISY 図書等障がい者向け資料について、ほぼ毎
月目録を更新。分類別や新着分を提示。新たに「音
声ガイド（音声解説）付きの主な DVD」目録を追加。 

・一般用 OPAC からの郵送貸出申込を実現 
(2) 
・近畿視情協の研修会で府立図書館のサービス事例
紹介 
・情報交換会を実施 
・府域図書館等への研修を定例化し実施 

(3) 
・府視協受託講習会への協力を継続実施 
・実習、見学視察について対応（視覚特別支援学校
生徒の体験学習受入、フィリピン国立図書館の視察
等） 

・日本図書館協会との共催で「障害者差別解消法施
行に向けた図書館のサービスセミナー」実施 

(4) 
・利用者向け講習会（視覚障がい者向け IT 講習等） 
・点字教室や手話でのおはなし会を開催 
・バリアフリー映画上映会を初めて実施（府立図書館
のサービス等もあわせて紹介） 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・平成 22 年度の組織改編にともない、「対面朗読室」から「障がい者支援室」へ名称変更するとともに、サ

ービス対象の拡充に努めてきた。今後は直接サービスの充実に努めつつ、都道府県立図書館として大阪府域

全体の障がい者サービス水準の底上げを図る。そのために、関係施設・団体と連携しつつ、情報収集・発信

をより強化することで、現状の把握と情報の共有、および府内市町村図書館等の課題解決に資することをめ

ざす。 
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重点目標評価シート 2-5 

基本方針 2  大阪府立図書館は、幅広い資料の収集・保存に努め、すべての府民が正確な情報・知識を得られる

ようサポートします。 

重点目標 

2-5 

デジタル資料の提供をはじめとする、情報通信技術の進展に合わせたサービス提供基盤の

構築を進めます。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

図書館情報システムのリプレイスは、年末年始期間に実施することにより、作業のための追

加休館を 1 日として図書館利用者への影響を最小限に抑えた。ホームページも含めて効

率的かつ着実なデータ移行を行い、26 年 1 月に新システムの運用を開始した。Web-API

の実装等オンラインによる連携強化に努め、府域の利用者のみならず、国内外の利用者の

利便性向上に資するシステムを準備することができた。府立図書館のユニークかつ貴重な

コレクションのデジタルコンテンツの充実、公開を継続的に進めている。 

重点指標 
24年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

図書館情報システムリプレイ

スの実施 

調達仕

様確定 

デジタル資料活

用のための環

境構築実現 

リプレイ

ス実施 
B 

コンテンツ

の整備・ 

追加 

B 

データ連携

コンテンツの

拡充 

B 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平

成

25

年

度 

(1)デジタル資料へのシステム面での対応（デジタル資
料の蓄積、検索といった活用環境の整備） 

(2)NDL システムとの相互連携（NDL 書誌データの取
込・NDL 総合目録への提供等、NDL との連携強化） 

(3)新たなウェブサービスの構築（スマートフォン対応・
外部サイトとの連携） 

(1)図書館情報システムのリプレイスを実施、電子資料
検索システム「おおさか e コレクション」を運用開始 

(2)オンラインによる自動連携化等、NDL との相互連
携強化を実現 

(3)ホームページリニューアルを実施、スマートフォン
対応、外部サイトとの連携強化 

平

成

26

年

度 

(1)デジタル資料の検索・蓄積環境の整備に伴い、
システム機能活用による新コンテンツの追加検
討 

(1) 
・中之島韓本コレクションの資料画像（5052 点
分）や、PDF 化した府立図書館作成文庫目録等
を「おおさかｅコレクション」にて公開 
・NDL「デジタル化資料送信サービス」に関連し
た利用者向け情報検索講座を開催 

平

成

27

年

度 

(1)デジタル資料のコンテンツ拡充 
 
(2)外部システムとの連携強化等、サービス提供基
盤の機能整備 

(1) 
・大阪の行政資料デジタルコンテンツ 138 点（う
ち 27 年度は 71 点）を収集、公開 
・「おおさかｅコレクション」に住友文庫ドイツ
医学関係博士論文データベースを追加 

(2) 
・おおさか e コレクションについて、NDLサーチ
との連携開始 

・国際児童文学館マンガデータを文化庁メディア
芸術 DBへ提供 
・大阪府 Web-OPAC 横断検索対象に守口市と忠岡
町を新たに追加 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・平成 25年度に予定している現行図書館情報システムの更新（リプレイス）にあわせて、デジタル資料への

対応、NDLデジタル化資料配信等の連携および、新たなウェブサービスの構築を実現する。また、デジタル

コンテンツのアーカイブを進めるためのシステム環境を整備し、順次デジタルコンテンツのアーカイブを進

める。 
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重点目標評価シート 3-1 

基本方針 3  大阪府立図書館は、府域の子どもが豊かに育つ読書環境づくりを進めるとともに、国際児童文学館の

機能充実に努めます。 

重点目標 

3-1 
図書館利用が困難な環境におかれた子どもへのサービスを広げます。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

乳児院・児童養護施設への出前おはなし会は、この３年間定期的に実施することができ

た。実践を通して蓄積したノウハウをもとにボランティアと連携・協同しておこなう形へと移行

した。この間の経緯と成果は中央図書館刊行の『はらっぱ』で紹介するなど、府域図書館等

へ情報提供した。 

「楽しい手話」や外国語によるおはなし会なども継続して実施できた。多言語によるおはな

し会についても『はらっぱ』で取り上げ、プログラムの詳細や外国語で書かれた絵本・児童

書の検索方法等を紹介した。 

矯正施設や病院等を対象とする新たなサービスについても検討を開始し、サービス対象を

拡充しつつある。 

重点指標 
24年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

関連事業の取組み件数 54 毎年 54 54 B 54 B 49  B 

外国語資料の貸出冊数 2,946 毎年 3,000  3,138 B 3,215 B 3,765 A 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平 

成

25

年 

度 

(1)図書館利用が難しい子どもたちへのサービスの
提供 

 乳児院・児童養護施設への出前おはなし会の実
施 

 手話を用いたおはなし会の実施 
 外国語によるおはなし会の実施 
(2)外国語資料の収集と利用の促進 

(1) 
・乳児院・児童養護施設への出前おはなし会は各施設
へ月 1 回実施。 
・手話を用いたおはなし会および外国語によるおはなし
会は、定例プログラムに加え、特別プログラムを実施 

(2)外国語資料の棚レイアウトを改善、書庫内資料を見直
し開架 

平 

成 

26 

年 

度 

(1)図書館利用が難しい子どもたちへのサービ
スの提供 
乳児院・児童養護施設への出前おはなし会の
実施 
手話を用いたおはなし会の実施 
外国語によるおはなし会の実施 

上記に加え他のサービスも検討 
(2)外国語資料の収集と利用の促進 

(1) 
・乳児院・児童養護施設への出前おはなし会は各施設
へ月 1 回実施。 
・手話を用いたおはなし会および外国語によるおはなし
会は、定例プログラムに加え、特別プログラムを実施 

(2)利用促進の為、上記おはなし会に加え広報ちらしを作
成、配布 

平 

成 

27 

年 

度 

(1)図書館利用が難しい子どもたちへのサービ
スの提供 
乳児院・児童養護施設への出前おはなし会の実

施 
手話を用いたおはなし会の実施 
外国語によるおはなし会の実施 
上記に加え矯正施設等へのサービスも検討 

 
(2)外国語資料の収集と利用の促進 

(1) 
・乳児院・児童養護施設への出前おはなし会は各施設
へ月 1 回実施。ボランティアとの連携を開始 
・手話を用いたおはなし会および外国語によるおはなし
会は、定例プログラムに加え、特別プログラムを実施 
・矯正施設（1 カ所増加、計 2 カ所）へ「特別貸出用図書
セット」の提供を引き続き実施。セット内容や利用状況
をヒアリング（再掲） 
・入院中の子どもの読書等に係るボランティア活動を視
察（再掲） 

(2)引き続き収集に努めるとともに、外国語資料のミニ展
示の実施（9 回）やフランス語の利用案内作成 
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重点目標評価シート 3-1 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・府域の全ての子どもたちの豊かな読書環境づくりを推進するためには、来館が難しい子どもや、利用に際

して何らかの援助が必要な子どもへのサービスの充実が必要である。来館が難しい児童養護施設への出前お

はなし会、聴覚障がいを持つ子どもへの手話によるおはなし会、日本語を母国語としない子どもへの多言語

によるおはなし会等を実施し、府域図書館等に成果をフィードバックする。 
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重点目標評価シート 3-2 

基本方針 3  大阪府立図書館は、府域の子どもが豊かに育つ読書環境づくりを進めるとともに、国際児童文学館の

機能充実に努めます。 

重点目標 

3-2 

児童サービスの実践および情報収集の成果を広く発信し、子ども読書活動の推進に寄与す

るとともに、児童サービスに携わる人材の育成と交流を進めます。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

従来の研修に加え、新規メニューを増やすなど、児童サービスに携わる人材育成を進めて

きた。研修満足度も 3 年間、目標数値をほぼ維持できている。また、26 年度に「子どもの読

書活動推進のページ」を開設し、恒常的な情報提供を行っている。府教育委員会担当課と

連携して、府域自治体の子ども読書活動推進計画の網羅的収集も行った。 

重点指標 
24年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

実施した研修の 

参加者満足度 
9.4 毎年 9.0 以上 8.9 B 9.0 B 9.2 B 

児童サービス 

ホームページアクセス数 
74,888 毎年 75,000 93,134 A 106,853 A 135,266 A 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平 

成

25

年 

度 

(1)児童サービスに関する研修の実施 
「子どもの読書推進活動支援員養成講座」 
「公立図書館と学校との合同研修」 
「児童サービス基本研修」 
「児童サービス実務研修」 
「児童サービス担当者連絡会」 

(2)児童サービスホームページの拡充 
 「子どもの読書推進に関わる人のページ」の新設 

(1)前年に引き続き児童サービスに関する研修を実
施、「児童サービス中級研修」を新規で実施 

 
(2)大人対象の児童サービス関係の情報発信を目的と
したホームページの内容について、検討・調整 

平 

成 

26 

年 

度 

(1)受講者の立場やレベルに合わせた受講対象、実
施時期、内容などを設定した児童サービスに関す
る研修を実施 

 
(2)前年度の検討を受け、子どもの読書推進に関わ
る人を対象にしたページを公開 

(1) 

・児童サービスに関する研修について、受講者のレベルや

ニーズを踏まえ内容の一層の充実を図り実施 

・好評の新刊紹介講座は、合同研修にて短縮版を追加実

施 

・次年度に取り組む事業計画を検討 

(2) 

・子どもの読書推進に関わる人を対象にしたページを公開 

・府域自治体におけるこどもの読書活動推進計画について

調査、情報・資料収集 

平 

成 

27 

年 

度 

(1)「大阪子ども読書活動推進ネットワークフォー
ラム」事業（文科省 読書コミュニティ拠点形成
支援事業）への参画、実施 

 
(2)子どもの読書推進に関わる人を対象にしたペ
ージのコンテンツ充実 

(1)府内 3ヶ所（大阪市・吹田市・貝塚市）にて講師、内
容を 3 ヶ所とも別内容として「子ども読書活動推進リ
ーダー研修」を実施。計 185 名参加 （再掲） 

 
(2)府域自治体におけるこどもの読書活動推進計画
について情報収集を継続。その成果をホームページ
へ反映 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・平成 24 年度に実施し好評であった「支援員養成講座」の内容を精査し、最終的には府域のボランティア養成を市町

村が受け持つことのできるよう、より趣旨に沿う形でプログラムを考え実施していく。 

・平成 25 年度に「子どもの読書推進に関わる人のページ」を新設し、研修の案内・資料・報告などを掲載していく。 
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重点目標評価シート 3-3 

基本方針 3  大阪府立図書館は、府域の子どもが豊かに育つ読書環境づくりを進めるとともに、国際児童文学館の

機能充実に努めます。 

重点目標 

3-3 

学校のニーズ把握を進め、市町村立図書館と協力しながら、学校支援サービスを推進しま

す。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

特別貸出セット利用機関へのアンケート、府域図書館への「学校支援サービスに関するア

ンケート」等、利用や支援について情報収集・共有に努め、サービス内容を検討、提供方

法を工夫した。 

府立学校への協力貸出冊数は目標達成に至らなかったが、高校生のための図書館講座

など新しい手法を試行し、28 年度からの実施に備えた。特別貸出セットは収集テーマを拡

大し、ホームページに紹介コメントを追加するなど PRを強化した結果、利用数を伸ばすこと

ができた。 

スクールサービスデイや小学校とのモデル事業の実施、高等学校図書館研究会の地区会

への定期的な参加、府立学校協力貸出担当者との情報交換会等を通じ、児童・生徒の読

書活動について情報収集を行い、学校や関連機関との関係構築に努めた。 

重点指標 
24 年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

協力貸出冊数（府立学校） 
2,477 

最終年度に

3,000 
2,546 B 2,370 C 2016 C 

学校団体利用数 26 毎年 40 29  C 56 A 41 B 

各種図書セットの貸出セット数 52 毎年 55 69  A 89 A 71 A 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平

成

25

年

度 

(1)特別貸出セットの利用方法の実態調査、セット
内容の検証 

(2)府立学校での図書館活用事例の情報収集 
(3)小学校との連携によるモデル事業の検討、ニー
ズの把握 

(1)利用機関を対象に、利用方法アンケートを実施、新規
セット追加 

(2)府立高校対象のアンケートを実施 
(3)小学校の希望テーマに沿った資料選定のアドバイス
や、学校に出向いた読み聞かせ等を実施 

平

成

26

年

度 

(1)特別貸出セット利用方法の実態調査、セット
内容の検証 

 
(2)府立学校での図書館活用事例を基に、新規モ
デル事業の検討 

 
(3)小学校との連携によるモデル事業の検討を
継続すると共に、具体化をめざす 

(1)利用機関対象アンケート集約、累積利用統計等を踏
まえ新規セット追加 

(2) 
・府立学校向け「大阪府立図書館の学校支援サービス」
パンフレットを作成・配布 
・府公用車を活用し貸出セットの長期貸出を府立高校
に試行実施 

(3)小学校の希望テーマに沿った資料選定・提供を実施 

平

成

27

年

度 

(1)特別貸出セット利用促進のための方法検討、
実施 

 
(2)新規モデル事業の提案、実施 
 
(3)小学校との連携によるモデル事業の継続検
討、府域図書館へ情報提供 

(1) 
・特別貸出用図書セットのホームページを改訂 
・高校生向けセットの作成を検討 

(2) 
・高校生のための図書館講座「LibCo(りぶこ)」を企画、
試行実施。「大阪府立図書館の学校支援サービス」パ
ンフレットにより大阪府内高等学校(国公私立とも)に
告知 

(3)小学校の希望テーマに沿った資料紹介や学校へ出向
いて読み聞かせ等を実施。小学校との連携モデル事業
については児童サービス担当者連絡会にて府域図書
館へ情報提供 
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重点目標評価シート 3-3 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・学校での公共図書館資料の利用の実態について調査、情報を収集することにより、学校図書館支援方法に

ついて検証を行い、拡充の方向性を見極める。特別貸出セット内容の充実や貸出方法を見直すことにより、

より利用されやすい環境を整えることとする。 

・小学校との連携によるモデル事業を検討する。平成 25 年度は、学校との調整を行い、実施可能なプログラ

ムから開始。平成 26 年度以降は、学校カリキュラムに取り込んでもらえるよう働きかけ、調べ学習へと発

展させる。また、府域図書館へとモデル事業として情報提供する。 
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重点目標評価シート 3-4 

基本方針 3  大阪府立図書館は、府域の子どもが豊かに育つ読書環境づくりを進めるとともに、国際児童文学館の

機能充実に努めます。 

重点目標 

3-4 
国際児童文学館機能の充実に向け、資料の有効活用を図り、外部機関との連携を進めます。 

評価 

（25～27 

年度） 
◎ 

【評価の理由】 

外部機関等との新たな連携事業を毎年実施することができた。特に 26年度は移転後

初となる国際講演会が実現し、27年度にも継続した。 

好評の新刊紹介講座は、毎年全日程で定員を超える申込みがあった。 

26 年度の街頭紙芝居のデジタル化およびホームページでの公開によりアクセス数は

飛躍的に増加した。また、国際児童文学館の英語版ホームページを作成し、海外へ

の情報発信を強化した。 

移転資料の再整理作業に関しても、外部資金の活用により大幅に進捗した。 

重点指標 
24 年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

連携事業を 

ホームページで紹介 
－ 

毎年 1 回 

更新 
2 回 A 3 回 A 4 回 A 

国際児童文学館 

ホームページアクセス数 
55,685 毎年 56,000 81,433 A 332,298 A 302,392 A 

移転資料の再整理 － 

最終年度ま

でに 3 万点

の移管完了 

78,971

冊を 

再整理 

A 

73,129 冊を 

移管手続、さらに 

17,589 冊を再整理 

A 

4,048 冊を 

移管手続、さらに

6,945 冊を再整理 

A 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平 

成

25

年 

度 

(1)研究者、専門機関等との外部ネットワーク
の構築 

 
(2)大学、研究機関等との連携事業の促進 
 
(3)資料を利活用する事業の推進 
 
(4)ホームページの充実 
 
(5)移転資料の再整理 

(1)・(2) 
・外部ネットワーク構築、および大学・研究機関等との連携事
業促進のため、大学教員・研究者等への訪問聞取りを実施 

・利用ニーズ把握のためのアンケート調査を大学教員・研究
者等に対して実施 

(3)資料展示とギャラリートーク等関連イベントのほか、新刊紹
介講座・児童文学館企画講演会を実施 

(4)街頭紙芝居をデジタル化し、ホームページで公開。また、
英語版ホームページを作成 

(5)雑誌資料ほか 78,971 冊を再整理 
※(2)、(4)、(5)は外部資金（緊急雇用創出基金）の活用によ
る 
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重点目標評価シート 3-4 

平 

成 

26 

年 

度 

(1)平成 25年度の調査結果をもとに研究者、
専門機関等との外部ネットワークの構築 

 
(2)大学、研究機関等との連携事業の促進 
 
(3)資料を利活用する事業の推進 
 
(4)ホームページの充実 
 
(5)移転資料の再整理 

(1)専門協力員・特別研究者制度について、平成 27 年度試
行実施に向けて、協力員・研究者を選定 

(2) 
・文化庁アーカイブ事業へ協力。書誌データを提供した「文
化庁メディア芸術データベース開発版」が一般公開【再掲】 

・資料展示で、スイス大使館、イルフ童画館、NHK サービス
センター等と連携協力 

(3)資料展示と関連イベントを実施。好評の新刊紹介講座
は、合同研修にて短縮版を追加実施【再掲】。国際子ども
図書館、(一財)大阪国際児童文学振興財団と共催で、移
転後初の国際講演会を実施【再掲】 

(4)英語版 HP を公開。街頭紙芝居コンテンツのインデックス
を整理、サイト開設記念のイベントとして街頭紙芝居の実演
と講演会を実施 

(5)昨年度の再整理分 73,129 冊の移管を実施。再整理作業
17,589 冊実施 

平 

成 

27 

年 

度 

(1)専門協力員・特別研究者制度の試行実施
と本格実施に向けての検討 

 
(2)大学、研究機関等との連携事業の促進 
 
(3)資料を利活用する事業の推進 
 
(4)ホームページの充実 
 
(5)移転資料の再整理・移管 

(1)  
・試行実施により課題等を整理し、本格実施に向けて準備 

(2)  
・文化庁アーカイブ事業へ継続してデータを提供 
・京都国際マンガミュージアム、京都精華大学国際マンガ
研究センター、(一社)日本国際児童図書評議会等と資料
展示で連携協力 

(3)  
・資料展示と関連イベントを実施 
・国際子ども図書館、(一財)大阪国際児童文学振興財団と
共催で、国際講演会を実施 

(4) 
・特別複写・出版掲載申請のページを開設 
・新収古書一覧を更新 
・街頭紙芝居ページに作者名・作品名のローマ字ヨミを追
加 

(5)昨年度の再整理分約 4,000 冊を移管。再整理作業約
7,000 冊実施 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

図書館協議会の下部組織である国際児童文学館のあり方検討部会において指摘されたことを、実現に導く。 

・研究者,専門機関等との外部ネットワークを構築し、国際児童文学館の専門性確保につなげる。 

・大学や研究機関等との連携事業を促進する。 

・資料を利活用する事業（展示貸出や特別撮影を含む）を促進する。 

・これらの事業や取組みの成果をホームページで公開し、周知する。 

・ホームページを充実させて、海外からのアクセスもあるようなコンテンツを作成する。平成 27 年度までに

英語で発信するページの作成をめざす。 

・再整理については、移転資料をより利用しやすくするため、照合点検とバーコードラベル・背ラベル貼付を予定。

徐々に作業を進め、平成 27 年度末までに 3 万点の照合点検と移管の完了をめざす。 
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重点目標評価シート 4-1 

基本方針 4  大阪府立図書館は、大阪の歴史と知の蓄積を確実に未来に伝えます。 

重点目標 

4-1 

地域資料および古典籍の有効活用を図るとともに、大阪に関わる情報へのゲートウェイを

めざして、データベースの拡充など、大阪のあらゆる分野に関する情報発信を強化します。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

大阪関係コンテンツアクセス数については、26年度に減少したが、27年度は目標値まで回

復することができた。 

大阪文献データベースの新規登録数は、毎年、目標値を達成することができた。 

また、大阪のことなら何でもわかる「デジタル大阪ポータル」(仮称)について、府域図書館に

アンケート調査を行うなど、次期図書館情報システムリプレイス時での実現に向けて、機能

強化案を整理した。 

重点指標 
24年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

大阪関係コンテンツ 

アクセス数 
427,912 毎年 430,000 456,583 B 315,401 C 448,424 B 

大阪文献データベース 

新規登録数 
2,610 毎年 2,650 2,650 B 2,665 B 2,654 B 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平 

成

25

年 

度 

（1）レファレンス事例公開・大阪文献データベースへ
のデータ登録の推進 

 
（2）「デジタル大阪ポータル」（仮称）実現に向けた大
阪文献データベースの機能強化の検討 

（1）大阪文献データベースのデータ登録は計画どおり
実施 

 
（2）従来提供してきた「貴重書画像データベース」等の
各種画像データベースを再構築し、「おおさかｅコレク
ション」として運用開始。大阪文献データベースの機
能強化について検討 

平 

成 

26 

年 

度 

（1）大阪文献データベースの機能強化案に基づ
き大阪府立図書館のデータベースや他機関の大
阪関係のデータベースの情報も収集する「デジ
タル大阪ポータル」（仮称）の仕様を作成 

(1)大阪文献データベースの機能強化案に基づく「デジ
タル大阪ポータル」(仮称)の基本的な考え方を整理 

平 

成 

27 

年 

度 

(1)「デジタル大阪ポータル」（仮称）の基本的な
考え方に従い、大阪文献データベースの機能強
化の実現性を探る 

(1) 
・府域図書館に「大阪文献データベースの改修に関
するアンケート」を実施 
・大阪文献データベースの機能強化案を元に費用見
積を取得 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・レファレンス事例を積極的にインターネットで公開していくことにより、大阪在住の利用者にはもちろん、

大阪在住以外の利用者にも、当館所蔵の資料の紹介や、大阪について調査する際の参考資料および調査方

法を提示する。 

・大阪に関係する図書、地域誌、広報誌などで取り上げられた細かい事象に関する記事は、書名からの蔵書

検索や、一般的な雑誌記事検索のデータベースでは調査することが困難である。大阪文献データベースに

これらの記事を登録し、データベースを充実させることにより、図書館利用者の調査の便宜を図る。 

・図書館情報システムのリプレイスを機に、大阪文献データベースの機能強化の検討を行い、大阪のことな

ら何でもわかる「デジタル大阪ポータル」（仮称）をめざした取組みを進める。 
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重点目標評価シート 4-2 

基本方針 4  大阪府立図書館は、大阪の歴史と知の蓄積を確実に未来に伝えます。 

重点目標 

4-2 

地域資料および古典籍サービスにおける専門性を活かし、外部人材・機関とのネットワー

クを形成します。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

耐震補強工事やリニューアル工事により中之島図書館内での活動が制約される中、他機

関との連携事業については、大学や各種団体と連携し、毎年目標を達成した。特に古典

籍資料の利活用においては国内外の研究機関と連携して事業を展開することができた。 

研修事業のうち、出前講習は 3年間で計 7回、府域 6図書館で実施した。現地で講習を行

うとともに、地域資料サービス状況について各館の担当者と情報交換を行う機会となった。 

重点指標 
24年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

連携事業数 3 毎年 3 6 A 4 A 3 B 

研修実施回数 

（講師派遣回数を含む） 
2 毎年 2 6 A 3 A 2 B 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平 

成

25

年 

度 

(1)研修の実施 
出前講習等の企画・実施 

 
(2)連携事業 
連携先の拡大に向けた取組みの推進 

 
(3)参加型事業の検討 
 

(1) 
・府域図書館への情報検索出前講習（3 回） 
・図書館を学ぶ相互講座（1 回） 
・府立大学、奈良大学への図書館及び図書館資料につ
いての紹介（2 回） 

(2) 
・織田作之助生誕 100 周年記念事業推進委員会、立命
館大学アート・リサーチセンター、府立大学貴重書部
会、高麗大学（韓国）、大阪府農政室、大阪府府民文化
部と連携・協力 

(3)110 周年に向けて中之島図書館検定等の参加型事業
を検討 

平 

成 

26 

年 

度 

(1)研修の実施 
出前講習等の企画・実施 

(2)連携事業 
連携先の拡大に向けた取組みの推進 

(3)110周年に向けて参加型事業の実施 

(1)府域図書館への情報検索出前講習（3 回） 
(2)平成OSAKA天の川伝説推進会議、府立大学貴重書部
会、高麗大学（韓国）、大阪府府民文化部と連携・協力 

(3)中之島エリアが持つ文化芸術歴史の魅力を発信するた
めの事業を公募提案により実施 

平 

成 

27 

年 

度 

(1)研修の実施 
出前講習等の企画・実施 

 
(2)連携事業 
連携先の拡大に向けた取組みの推進 

(1)  
・府域図書館への情報検索出前講習（1 回） 
・ナカノシマ大学特別講座において図書館及び図書館資
料についての紹介（1 回） 

 
(2)まちライブラリー（大阪ブックフェスタ+2015）、ナカノシマ
大学特別講座、府立大学貴重書部会との連携・協力 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・蓄積してきた専門性を活かし、研修や講師派遣を積極的に実施することにより、外部人材とのネット

ワークを広げる。 
・耐震補強工事により自館での活動が制約される中、図書館はもちろん、他機関との連携事業や協力を

進めて、前年度並みの実績を維持する。 
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重点目標評価シート 4-3 

基本方針 4  大阪府立図書館は、大阪の歴史と知の蓄積を確実に未来に伝えます。 

重点目標 

4-3 
大阪府の行政資料を中心に、デジタル形態で発行される資料の収集と提供を進めます。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

26年 1月の図書館情報システムのリプレイスにより、電子資料検索システム「おお
さか eコレクション」において、デジタル形態で発行される大阪府の行政資料の提
供を開始した。 
また、大阪府統計課と連携し、これまでインターネット上に公開されていなかった
資料を統計課がデジタル化して「おおさか eコレクション」上で公開する仕組みを
作るなど、資料の円滑な収集・提供体制を整備した。 

重点指標 
24 年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

デジタル形態で発行される

資料の収集・提供 
－ 

最終年度まで

に収集・提供

体制の構築 

収集・提供

システム

の構築 

B 

収集・提供

システム

の整備 

B 
収集 ・提供

の推進 
B 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平 

成

25

年 

度 

(1)図書館情報システムのリプレイスに合わせ、デジ
タル形態で発行される資料の収集に向けた運用体
制の整備 

 
(2)地方行政資料のアーカイブ機能について、大阪
府庁全体での協議を開始 

(1)システムリプレイスにより電子資料検索システム「お
おさかｅコレクション」を公開。その中でデジタル形態
で発行される大阪府の行政資料の収集・提供を開始 

 
(2)「おおさかｅコレクション」の構築にあたり、大阪府公
文書館に事情説明及び協力要請。また、大阪府各部
局に協力依頼文書を配布 

平 

成 

26 

年 

度 

(1)従来の紙媒体に加え、デジタル形態で発行される
大阪府の行政資料の収集・提供体制を整備 

(1) 
・大阪府各部局へデータ収集の開始を通知、あらため
て「おおさか e コレクション」への協力を要請 

・大阪府統計課と協議し「おおさか e コレクション」への
データ提供を主とした連携を開始 

平 

成 

27 

年 

度 

(1)デジタル形態資料の収集と提供の推進 (1) 
・大阪の行政資料デジタルコンテンツ 138 点（うち 27 年
度は 71 点）を収集、公開（再掲） 

・大阪府統計課提供データ 35 点の公開開始（27 年度
公開 71 点の内数） 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・図書館情報システムのリプレイスに合わせ、大阪府の行政資料を中心に、デジタル形態で発行される

資料の収集・提供について検討し、その円滑な運用体制を整備する。 
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重点目標評価シート 5-1 

基本方針 5  大阪府立図書館は、府民に開かれた図書館として、府民とともにあゆみます。 

重点目標 

5-1 

図書館が持つ資料や施設を活用し、府民の生涯学習活動を支援するとともに、地域の魅力

づくりに貢献します。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

中央図書館では、指定管理者へ移行した業務及び生涯学習事業も順調に進んでおり、

他団体との連携も多く実現した。今後も図書館の活性化や事業実施による地域の魅力づ

くりに取り組む。 

中之島図書館では、耐震補強工事・リニューアル工事のため、臨時休館やスペースの減

少等、厳しい制約の下で、施設を活用したイベントを実施し多くの参加者を得た。リニュー

アル工事により館内の利便性・快適性を向上させるとともに、28 年 4 月から導入予定の指

定管理者制度への移行準備を行った。 

重点指標 
24 年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

利用者満足度 96.2% 毎年 95% 94.5％ B 94.9％ B 94.8% B 

イベント参加者数 5,229 人 毎年 5,300 人 5,424 人 B 6,568 人 A 6,254 人 A 

新規連携先数 － 毎年 3 件 4 件 A 5 件 A   3 件 B 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平 

成

25

年 

度 

（1）会議室・ホール等の図書館施設の利用実態の把
握と分析 

（2）効率的な施設管理のあり方について検討 
（3）外部機関との連携強化 

（1）駐車場利用アンケートの実施 
（2）施設管理部門等における指定管理者制度導入の
ために条例案の作成 

（3）歴史街道推進協議会、百舌鳥・古市古墳群世界文
化遺産登録推進本部会議、近畿大学文芸学部、江之
子島文化芸術創造センターと連携・協力 

平 

成 

26 

年 

度 

（1）施設管理部門等における指定管理者制度の導
入に向けた事業内容の検討（中央） 

（2）ESCO（Energy Service Company）事業の契約締
結（中央） 

（3）外部機関連携の継続（中央） 
（4）図書館としての魅力や利便性・快適性の向上
（中之島） 

（5）所蔵資料の展示・活用方策の検討（中之島） 

(1)11 月 10 日の選定委員会において候補者決定、12
月 24 日大阪府議会において承認 

(2)8 月 25 日に契約を締結、9 月 1 日より 27 年度の稼
働に向けて機器の更新等を実施 

(3)目標を上回る 5 件の新規連携先を確保、昨年度に
続き 8 か所との連携事業を実施 

(4)正面玄関からのフリー入退館のための BDS 設置等
の準備、外観の美化やトイレの改修工事を実施 

(5)文化イベントを実施するとともに古典籍資料の電子
目録化・デジタル化を実施 

平 

成 

27 

年 

度 

(1)中央の指定管理者の運営状況について、指定管
理者評価委員会における年度毎のモニタリング（点
検）の実施準備（中央） 

(2)ESCO 事業による光熱水費削減効果の検証（中
央） 

(3)外部機関連携の継続（中央） 
(4)重要文化財である建物の景観の魅力向上、図書
館の快適性や利用者サービスの向上を図るととも
に図書館としての機能を強化(中之島) 

(5)28 年 4 月からの施設管理、文化事業の実施等を
行う指定管理者制度導入に向けて、指定管理候補
者の公募・決定(中之島) 

(1)6 月 30 日の第一回評価委員会で評価項目、評価基
準が了承され、第二回評価委員会で業務を検証 

(2)27 年度は 45.3％の削減を達成 
(3)指定管理者とも連携して新規連携先を 3 件確保 
(4)記念室の改修、カフェの新設に向けた準備等を実施 
(5) 8 月 31 日の選定委員会において候補者決定、10 
月 27 日大阪府議会において承認 
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重点目標評価シート 5-1 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・有料の貸出スペースであるホールや会議室の利用実態、およびより効率的な管理手法を分析するとともに、

魅力ある施設づくりを検討。 

・企画展示エリア、展示コーナー、エントランスギャラリーについては、図書館企画事業の年間テーマ（平

成 24～25年度）「ネットワークを広げる」のもとに、外部機関との連携を強化し、利用促進につなげる。 

・図書館のもつ資料と施設を活用して、府民の生涯学習を支援するとともに、外部機関の協力を得ながら、

地域の魅力づくりにつながる情報を発信する。 
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重点目標評価シート 5-2 

基本方針 5  大阪府立図書館は、府民に開かれた図書館として、府民とともにあゆみます。 

重点目標 

5-2 

広域自治体の図書館としての府立図書館の役割や活動についての理解を広げ、利用促進に

つなげるため、特にインターネットを活用した情報発信を推進します。 

評価 

（25～27 

年度） 
○ 

【評価の理由】 

26年 1月、ホームページ運用にCMSを導入し、フォーマットの整備、ページ作成の簡略化

により、新規コンテンツの拡充や既存コンテンツの更新に務めた。資料紹介ページ、国際

児童文学館の街頭紙芝居、子ども読書推進のためのページ、「やさしいにほんご」のペー

ジ作成等、インターネット上で図書館の資料や活用方法を知るためのコンテンツの拡充が

実現した。 

図書館でのイベントやお知らせをツイッターで発信し、集客や周知に活かした。 

重点指標 
24 年度 

実績 
目標 

実績 ／ 達成度 

25 年度 26 年度 27 年度 

ホームページアクセス数 4,732,498 毎年 5,000,000 5,099,457 B 5,270,083 B 5,580,180 A 

ホームページ更新回数 

《更新ファイル数》 

727 

《3,093》 

最終年度に 800 

《最終年度に

3,400》 

－※ 

《3,283》 
B 

－※ 

《6,954》 
A 

－※ 

《2,987》 
B 

個人利用者ページ 

アクセス数（個人分のみ） 
768,823 

最終年度に 

1,000,000 
800,610 B 911,500 B 949,770 B 

※ CMS導入により、更新回数は未集計 

【アクション・プラン】 

 取組み 達成状況 

平

成

25

年

度 

(1)インターネットにおける広報手段の開拓 
 
(2)ホームページの再構築 
 
(3)ウェブサイト利用分析 

(1)ツイッターによるお知らせ、イベント情報の発信開
始 

(2)ホームページ運用に CMS を導入（形式と文法の統
一、作成の簡略化等） 

(3)アクセス数上位ページのモニタリングおよびホーム
ページ活用について来館アンケート調査の実施 

平

成

26

年

度 

(1)CMS の活用によるホームページコンテンツの拡
充 
 
(2)ツイッターを中心とする SNSの活用 

(1)中央図書館資料紹介ページ「本蔵」、国際児童文
学館「街頭紙芝居」等 HP コンテンツを拡充 

 
(2)ツイッター、フェイスブックにて、イベント案内、展示
等の紹介、サービスのお知らせ等を発信 

平

成

27

年

度 

(1) CMS、SNSの活用による情報発信推進 (1) 
・CMSの導入によりホームページの整備がすすみ、
各ページへのアクセス数が増加 

・講演会・資料展示等コンスタントにホームペー
ジ、SNSにより情報発信 

【アクション・プランのねらい】（25 年度当初に記入） 

・平成 25 年度は、図書館情報システムのリプレイスに併せてインターネット環境についても更新を予

定している。 

・WEB サイトの更新を容易にする CMS（コンテンツマネージメントシステム）の導入や、ツイッター

(Twitter）やフェイスブック（Facebook）などの新しいコンテンツ配信手法の導入を検討する。 

・CMS の導入にあたっては、現状の利用状況を分析することにより利用者に使いやすく関心を持っても

らえるホームページに再構築し、重点目標の実現に繋げていく。 
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